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1 はじめに
近年，ネットショッピングを利用する機会が増して

おり，衣服やコスメといった利用時期と利用スポット

に依存する商品を購入することも多い．しかしながら，

ネットショッピングユーザがそういった商品の購入時に

それらがどのような場所で利用されているかを想起す

ることは難しい．すなわち，商品購入時に時期に合わ

せて利用スポットの多様性を示すことは，商品推薦の

適合性と網羅性の向上につながると考えられる．

商品推薦に関する研究は広く行われている．例えば，

堀ら [1]は，画像と文字情報を利用することで，ユー
ザが所有している服のコーディネート推薦に関する研

究を行っており，高木ら [2]は，服の寸法からシルエッ
トアイコンを自動生成し，シルエットから服を検索す

るという研究を行っている．また，コスメ推薦に関す

る研究では，谷口ら [3]が評価項目別スコアを用いて
被推薦ユーザのアイテムレビューと他アイテムを比較

し，個人に合ったコスメ商品を推薦するという研究を

行っている．こういった研究は，肌質などユーザ特性

に基づく商品推薦であり，商品の購入目的が比較的明

確な場合には有効であるが，そうでない場合には適さ

ない．このような場面では，利用スポットにあった商

品や商品にあった利用スポットを推薦することが有効

と考えられる．

そこで本稿では，購入時の居場所と実際の利用スポッ

トが異なるコスメ商品を対象とし，利用スポットごと

に商品との関連度を抽出することで，利用スポットを

想起させる商品推薦手法を提案し，ユーザ評価により

その有効性を検証する．具体的には，楽天市場のコス

メ商品を対象に，大学や病院といった利用スポットご

との関連度を求め，ランキングを提示する．コスメ商

品に対するレビューには，一般的に商品の色や質感に

関する情報は含まれているが，利用スポットに関する

記述は少ない．そこで，コスメ商品のレビュー文から

生成した学習モデルを用いて，各利用スポットにおけ

る位置情報付きツイートの投稿内容と各商品に対する

レビュー文から特徴ベクトルを生成することで，特徴

ベクトルどうしの cos類似度を求め，その平均値を商
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図 1: 商品とスポットの関連性による商品推薦の流れ

品とスポットの関連度として算出する．

2 利用時期のスポットを想起させる商品推薦

本稿では，コスメ商品レビューと位置情報付きツイー

トから商品とスポットに対する特徴ベクトルを生成す

ることで，各商品と各スポットとの関連度を算出し，複

数の利用スポットと時期をユーザに想起させる商品推

薦手法を提案する．図 1に商品推薦の流れを示す．

1) 商品レビューからWord2Vec用の学習モデル生成

2) 学習モデルより単語の分散表現を獲得し，各商品と
各スポットの特徴ベクトルを生成

3) 特徴ベクトルの cos類似度によるランキング推薦

まず，形態素解析器MeCabを用いて楽天市場のコス
メ商品に関するレビュー文から単語（名詞と形容詞）を

抽出し，Word2Vec用の学習モデルを生成する．このと
き，Word2Vecでは，単語ベクトルの次元数を 300次元
とし，出現回数 3回未満の単語は破棄した．
次に，生成した学習モデルを用いて，商品 iに対す
るすべてのレビュー文 Ci から特徴ベクトル vCi を，ス

ポット j周辺で投稿されたツイートの内容 T jから特徴

ベクトル vT j を生成する．このとき，特徴ベクトル vCi

は，商品 iに関するすべてのレビュー文 Ciから単語ご

とに生成された 300次元のベクトルの平均ベクトルで
あり，特徴ベクトル vT j は，スポットごとに収集した全

ツイートの内容 T jから単語ごとに生成された 300次元
のベクトルの平均ベクトルである．

最後に，商品とスポットの特徴ベクトルから cos類
似度 Eval(vCi , vT j )を算出し，A）商品に対するスポット
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図 2: A)商品に関連するスポット推薦，B)スポットか
ら関連する商品推薦

ごとの cos類似度と，B）スポットに対する商品ごとの
cos類似度を降順で提示し，推薦する．

3 スポットと季節に基づく商品推薦の検証

本章では，提案手法のシステム実装とユーザ評価に

よる提案手法の精度検証について述べる．

3.1 商品と利用スポットの推薦システム

本研究で使用するレビューデータには，楽天市場の

「美容・コスメ・香水」ジャンルの中の「ベースメイク・

メイクアップ」ジャンルにおいて 2016 年に投稿され
たレビュー 16,609件を用いた．また，ツイートには，
2016年 9月～10月に 5つのスポット（学校 4箇所，病
院 4箇所，ホテル 3箇所，公園 4箇所，テーマパーク
4箇所）の半径 1km以内から投稿された位置情報付き
ツイート 37,414件を用いた．
図 2に提案システムのインタフェースを示す．A方
式では気になる商品名（例：リップ　ルージュレッド）

と季節（秋）を入力すると，商品名に対して関連する

スポットがランキング提示される．B方式では利用ス
ポット名（例：大学）と季節（秋）を入力すると，該

当するスポットがマップ上に表示され，スポットに関

連の高い商品がランキング提示される．

3.2 コスメ商品の利用スポットと時期に関する評価

提案手法の精度検証に用いる正解値を得るため，100
名の女性ユーザによる評価を実施した．これまでの 5
スポットへの訪問頻度を基本情報として入力してもらっ

た後に，コスメ商品に対し，利用する場合の適切さを

スポットと季節ごとに 5段階のリッカート尺度で評価
してもらい，評価結果を正規化したうえで，スポット

ごとに平均値を算出し，スポットに対する商品の適切

さの評価値とした．

ユーザによる評価を正解値として，提案手法から得ら

れた類似度による評価とのMSE（Mean Squared Error）
を求めた．その結果，最小値は「学校」の「明るい」特

性を持つ商品の 8.06e−5であり，最大値は「ホテル」の

「明るい」特性を持つ商品の 1.000であった．また，ス
ポットごとの平均は，テーマパークが最小値（0.1419）
であり，ホテルが最大値（0.2329）であった．全スポッ
トの平均は 0.1940と低い値であることから，提案手法
の有効性を確認することができた．また，季節を考慮し

ない場合では，最小値はテーマパークの 4.88e−5，最大

値は学校の 0.7581であり，全スポットの平均は 0.2016
となったことから，スポットごとに季節を考慮するこ

との有用性が示された．今後，季節だけでなくお正月

や卒業式といった季節の行事への適用を検討する．

4 まとめ

本稿では，購入時期と利用スポットが異なるコスメ

商品を対象とし，利用スポットと季節ごとに商品との

関連度を抽出し提供することで，利用スポットを想起

させる商品推薦システムを構築し検証した．推薦方式

は，A）商品と季節を選択することで複数の利用スポッ
トをランキング提示と，B）利用スポットと季節を選択
することで複数の商品をランキング提示する 2種類と
した．評価実験より，スポットに含まれる上位 12商品
に対してユーザ評価と提案手法による類似度との誤差

MSEを検証し，提案手法の有用性を確認した．
今後の課題として，季節だけでなく行事等のイベン

トに合わせて，商品の色や形などの特性情報も含めた

学習モデルの改良を行う予定である．
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